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　３月に終了するキャンパス再開発。昨年の秋に学生サー

ビス棟が完成し、残りは中央緑地公園（仮称）と新正門の

みとなった。

　再開発が始まったのは、2004 年の秋。当時のキャンパ

スを覚えている学生は少ない。情報学部棟の場所は以前、

バスターミナルが存在し、その後ろには大きな時計があっ

た。KAIT ホール前にバスターミナルが移動し、情報学部

棟の掘削工事が始まってしばらくした頃、2005 年度生が

入学。情報学部棟が竣工すると、キャンパスの様子は一気

に変化を遂げた。幾徳工業高等専門学校時代からある建物

は生まれ変わり、近代的な建物が建てられた。　
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　特に私たちを驚かせたのが、神奈川工科大学 KAIT スタ

ジアムと KAIT 工房。スタジアムは、横浜スタジアムとメ

ジャーリーグの球場を参考に独自に設計された、多目的ス

タジアムである。そして KAIT 工房は、全面ガラス張りの

建物。創作意欲を加速させる斬新なデザインが、テレビや

雑誌などのメディアに大きく取り上げられたのは記憶に新

しい。

　5 年の歳月をかけて完成を迎える、神奈川工科大学キャ

ンパス再開発。その間に学部・学科の再編も行われ、日々

進化をしてきた。本特集では、キャンパス再開発の総集編

として、過去 5 年間の歩みを振り返ってみる。
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キャンパス再開発 5 年間の歩み


